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状況

図書、雑誌

電子ジャーナル

電子ブック

デジタルリポジトリ

デジタルアーカイブ

ｅラーニング教材

研究データ

研究助成情報

図書館

？



オープンエデュケーション

オープン教材
● Open Educational Resources (OER)
● Open Textbook

公開チャンネル
● Open Courseware (OCW), JOCW
● iTunes U
● YouTube

MOOC
● Cousera, Udacity
● edX, FutureLearn
● JMOOC



日本の状況

● YouTube

● iTunesU

● Open Course Ware(OCW)／JOCW
o GLOBE (Global Learning Object Brokered 

Exchange)
 GLOBEreferatory.jp 【試験運用】

 国際流通（例： ARIADNE Foundation）



YouTube（国立情報学研究所のチャンネル）



iTunesU



GLOBEreferatory.jp（http://globereferatory.ouj.ac.jp/）
※ 画像の一部を編集しています

http://globereferatory.ouj.ac.jp/%EF%BC%89


データ登録

● YouTube

● iTunesU

● GLOBEreferatory.jp



YouTube動画登録①



YouTube動画登録②



iTunesU： メタデータ登録（RSS）



GLOBEreferatory.jp： アイテム登録画面【試験運用】



九州大学の事例

● メタデータ管理を統合
o 目録（電子）
o 機関リポジトリ
o 学内成果文献

o 国内論文、海外論文、学位、科研．．．
o デジタルアーカイブ
o ｅラーニング教材

● 検索サービスへのデータ供給を一元化
o ディスカバリーツール（世界の文献）
o 学内検索サービス（九大コレクション）
o 外部サイト（JAIROなど）



九大コレクション
http://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/



九大コレクション： メタデータ管理（一覧）



九大コレクション： メタデータ管理（成果文献）



九大コレクション： メタデータ管理（ｅラーニング教材①）



九大コレクション： メタデータ管理（ｅラーニング教材②）



九大コレクション： メタデータ管理（ｅラーニング教材③）



図書館とNII
● 目録作成で培った経験

o 規則に則った情報記述
o 名寄せ（典拠）
o 資源の共有

● 事業の継続性
o 長い歴史



図書館とNII

３つのオープン化の集約
● オープンアクセス
● オープンエデュケーション
● オープンデータ

取り組みませんか？
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